
 
グラフを書きます。 
 

 〈グラフ１〉 

   
 

Ｑが乙地に着いてからＰが乙地に着くまでの時間は 

12
6.3
6.3618 =

-
´ （分） 

です。よって、甲乙間片道でかかる時間の差は 
301218 =+ （分） 

です。それを踏まえ、Ｐが乙地に着くと同時にＰとＱが甲地に向かう様子をグラフに加えます。 
 

 〈グラフ２〉 

   
 

〈グラフ２〉より、Ｐは 4.5ｋｍを 45 分で進むことがわかります。 
 ・Ｐ → 6ｋｍを 60 分で進む 
 ・Ｑ → 6ｋｍを 30 分で進む 
 
（１）	Ｐが 3.6km を進むのにかかる時間を求めればよいので、 

36
5
360 =´ （分後） …（答） 

（２）	〈グラフ２〉中の砂時計型の相似に着目して、 

3
157

90
8660 =´ （分） 57= （分）20 （秒） …（答） 
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   ★今週の１題★  速さ  ～解説～	


